
PDF3D ＳＤＫ－3D ＰＤＦ文書作成ツールキット

はじめに

PDF3D™ 保存ソフト作成キット（Ｓ

ＤＫ）は、広く使われている

Adobe® Acrobat Reader と完全な互換

性をもった３ D Adobe Acrobat PDF ﾌ

ｧｲﾙ作成をスムーズに実行する C++ク
ラスの強力なセットを提供いたしま

す。

PDF3D SDK は、３ D PDF ﾌｧｲﾙを、

他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝやﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰｽﾞの必要が

なく、直接ﾜﾝｽﾃｯﾌﾟで、作成すること

を、マーケットではじめて解決した

ものです。

新しいソリューション

３ D PDF 活用の需要は、複雑なﾃﾞｰﾀ

交信や取得を行うための方法として、

工学、技術や科学分野で、増加して

います。豊富でどこにでもある（ﾕﾋﾞ

ｷﾀｽ）PDF ﾌｫｰﾏｯﾄが、3D ﾓﾃﾞﾙを共有

化するための強力なそして開かれた

アプローチを提供します。３ D ｲﾝﾀｰ

ｱｸﾃｨﾌﾞ（対話形式の）モデルは、従

来の２ D（2 次元の）静的なイメー

ジを使うより、はるかに多くのｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝをもつことができます。

既存の 3D ﾃﾞｰﾀ変換パスやﾕｰﾃｨﾘﾃｨは、

変換の際に、必ずモデルの破損を伴

い、どのような手を使っても、ｱﾌﾟﾘｹ

ｰｼｮﾝの中につなぎなく収めることが

できませんでした。PDF3D SDK は、 

あなたのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのなかの「Save 
as 3D PDF」ボタンを押すことで、複

雑なﾃﾞｰﾀを、ｲﾝﾀｰｱｸﾃｨﾌﾞ 3D PDF 文

書（file）で、直接出力できます。

開発者向き

3D ﾃﾞｰﾀを活用する開発者は、PDF3D
をお考えください。３ D ﾃﾞｰﾀを扱う

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発者、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ、ISV
（アプリケーションソフト提供企業）

またソフト開発チームの皆様は、う

まく設計された C++ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通し

て、PDF3D SDK がいかに簡単に使え

るか、また、ｿｰｽｲｸﾞｻﾞﾝﾌﾟﾙ（元の例）

によって、３ D PDF ﾌｧｲﾙが一回の簡

単な作業で作成できるということが

わかっていただけると思います。

最新の技術

PDF3D SDK は、Visual Technology 
Services Ltd.社の科学的ﾃﾞｰﾀの可視化

分野において永年にわたって開発さ

れた技術をベースにしております。

また、インテル社の技術陣の最新 

開発レベルの詳細な技術も取り込ん

でおります。PDF3D SDK は、最新の

PDF 仕様との完全な互換性をもって

おりますし、関連する Adobe 
Acrobat. Applications との相互実行可

能性を確保しております。
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利点

PDF3D SKD の利点のいくつかは以下

の通りです:

高度化する需要に対応

エンジニアリング市場では今、個人

及び企業のユーザー両方が、PDF ｿﾘ

ｭｰｼｮﾝを使用することに慣れてきてい

ます。そして、今 PDF がもっとも人

気のある共有するﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾌｫｰﾏｯﾄに発

展してきることは広く認識されてい

ます。PDF ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ SDK を使用する

ことにより、ISV は、ユーザーに他

のﾌｧｲﾙ変換ソフトを購入することを

求めることなく、ユーザーの増大し

続ける期待に対応することを可能に

します。 

有利な PDF の新機軸

PDF ﾌｫｰﾏｯﾄはいつも Adobe の意欲的

な開発と Acrobat製品の拡充で、発

展し続けるでしょう。PDF3D SKD は、

ISV が、Adobe の PDF 開発を速く促

進できることをお約束いたします。

Acrobat® との互換性

PDF3D  SDK は 、 最 新 の Adobe 
Reader で テ ス ト が 行 わ れ 、

Acrobat ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝとの完全かつ即

時の互換性の保証を受けております。

Adobe 社は、今までに行われた５

億回以上の freeAcrobatReader の

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを通じて、3D ｳﾞｭｰｱｰやプラ

グインを必要としない、３Ｄｺﾝﾃﾝﾂの

ための即効性のある世界規模の配信ﾌﾟ

ﾗｯﾄﾌｫｰﾑを確立していることを宣言し

ています。 

開発ｺｽﾄや時間の節約

PDF3D SDK の活用によって、ISV は、

その PDF について、市場に製品を早

く提供でき、お客様の要求を満足さ

せるのみならず、開発時間、ｺｽﾄ、課

題解決のわずらわしさを劇的に削減

することができます。PDF 3D SDK
を使わないとすれば、開発基礎とし

て、ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄｽﾍﾟｼﾌｨｹｰｼｮﾝの調査を

したり開放されたｿｰｽﾊﾟｰｼｬﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

を使用することになりますが、これ

はより多くの時間がかかり、最終的

に、より高い維持費用がかかります。

VTK（Visualization tool kit）ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ

ﾝのために、PDF SDK ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰには、

ready to use 統合ｸﾗｽが含まれており

ます。



ユニークな特徴

ﾏｰｹｯﾄで、3D PDF ﾌｧｲﾙを作成する最

初のﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

信頼される 3Dビュワー

Adobe の評価や信頼度の高いビュワ

ーインストール

Adobe から独立、スタンドアローン

の開発 kit、他のﾗｲｾﾝｽは含まれてい

ない

３Ｄモデル（VRML または他のｿﾘｭｰ

ｼｮﾝで可能ではない）として、同じﾄﾞ

ｷｭﾒﾝﾄに注釈やメタデータが含まれる

ことを容認

３Ｄモデルを表示するために、世界

規模の Acrobat reader 7 を直接利用で

きる

ライブラリー/API を利用することで

簡単に、U3D または PDF を埋め込み、

結合

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰの 3D PDF 能力を付加する

業務を劇的に簡素化

ECMA  基 準 、 Intel 
References、Adobe’s PDF subset規格、

また、ユーザー独自のコードの書き

こみや維持を通じた負荷のかかる手

間の改善

データソースｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝからｺﾝﾃﾝﾂを

直接作成し ,Acrobat3D® または同種

の製品に対する代替効果（per-seat外
部ｿﾘｭｰｼｮﾝに対するﾆｰｽﾞを除く）

ﾕｰｻﾞｰが、他のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを知る必要が

なく、ユーザーの業務進行を簡素化

VRML&X3D の Web3Dへの働きかけ

が、変化しつつあるビュワー市場で、

ﾆｯﾁに留まっていたので、今、Adobe
ｿﾘｭｰｼｮﾝは、市場における最近の変化

の兆しを捉え、3D PDF 可能性を数百

万のﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟに入れることができて

いる。

AVS/Express Module

詳細レベル維持（CLOD）３ D 作成

技 術 を 含 む （ Intel®  Corporate 
Technology Group より）

他の一般的な 2D PDF 作成ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰと

相互可動性あり

最新のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ開発ﾂｰﾙ（C++、
.ＮＥＴ）

ダイナミックな内容のためのｱﾌﾟﾘｹｰｼ

ｮﾝまたは Web ｻｰﾊﾞｰ環境で展開でき

る可能性あり

3D PDF、U3D（Universal 3D）と 形

式を作成するオプションあり

www.pdf3d.jp



いかなる 3Dモデルも PDF ファイルに変換でき

る PDF3D SDK-C++Library

PDF3D SDK-C++ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰは、高いレベ

ルの便利なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにおいて、3D ﾓﾃﾞ

ﾙを PDF ﾌｧｲﾙに直接発表することを可

能にします。3D ﾓﾃﾞﾙ、幾何学または

特別なﾃﾞｰﾀ構造の開発者は、PDF3D ﾗ

ｲﾌﾞﾗﾘｰを使って、簡単に、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

に対し、PDF3Dを転送（ｴｷｽﾎﾟｰﾄ）す

る機能を付け加えることができる。ﾗ

ｲﾌﾞﾗﾘｰは、簡単に使えるように設計

されており、分かりやすく簡単に知

ることができ、自動的にﾃﾞﾌｫﾙﾄ（初

期値）をセットし、背後の複雑な部

分は外から見えないようになります。

また、ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰは adobeの Acrobat 
reader と U3D ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞの最新の特徴

を強化します。

PDF3D Library の仕組み

PDF3D ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰは、以下のﾓﾃﾞｭｰﾙか

らなります。

変換ﾓﾃﾞｭｰﾙ

3D ﾓﾃﾞﾙｺﾝﾃﾝﾂや属性を取り込む

転送（ｴｷｽﾎﾟｰﾄ）ﾓﾃﾞｭｰﾙ

3D PDF ﾌｧｲﾙ作成、注釈つき

変換ﾓﾃﾞｭｰﾙは、3D ﾓﾃﾞﾙから U3D ﾃﾞｰ

ﾀ構造への変換を助けるため、ｻｰﾋﾞｽｸ

ﾗｽとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供する：転送（ｴｷｽ

ﾎﾟｰﾄ）ﾓﾃﾞｭｰﾙは、U3D ﾃﾞｰﾀ構造を

U3D ﾌｧｲﾙまたは PDF ﾌｧｲﾙへ転送する

ことを助ける

U3D viewer は、もし必要なら、転送

（ｴｷｽﾎﾟｰﾄ）ﾓﾃﾞｭｰﾙによって創られた

生の U3D ﾌｧｲﾙをみることに使われる

一方、adobeの Acrobat reader7.0.x/8.0
は、転送ﾓﾃﾞｭｰﾙによって創られた

PDF ファイルをみることに使われる。

すべてのﾌｧｲﾙは、PDF3D ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰに
より、間にﾌｧｲﾙをはさむことなく、

直接的に作られる

www.pdf3d.co.uk



PDF3D SDK の基礎技術

インテル、Adobe、ボーイングなど

によって組織された企業ｺﾝｿｰｼｱﾑ

（http://www.3dif.org）は、3D ﾃﾞｰﾀの

相互変換の新しい基準を促進してま

いりました。またｺﾝｿｰｼｱﾑは、3D ｺﾝﾃ

ﾝﾂのための規格である U3D を確立し

てまいりました。Adobe は、今、

U3D規格をベースに、3D PDF ﾌｧｲﾙｺ

ﾝﾃﾝﾂをｻﾎﾟｰﾄしています。

U3D や Universal 3D は、ﾀﾞｳﾝｽﾄﾘｰﾑの

3DCAD を目的とし、可視化するた

めの規格である。ECMA-363国際基

準は、今、協定した企業の仕様とし

て公表されており、U3D フォーマッ

トの詳細を説明するものでもありま

す。U3D は一般使用向けですので、

読み書きや、視覚化、また U3D ファ

イルの共有などを可能にします。ま

た、U3D は複合的な規格である一方

で、抽象的なデータの構造と特質に

関するローレベルな明細を保護する

ことも可能です。

PDF ファイルは、既にプリントされ

ているドキュメントを電子イメージ

として保存したもので、画面上でそ

れを見たり、ナビゲートしたり、そ

れを印刷して配布したり、もしくは

第三者へ転送することを可能にした

りするよく知られたファイル形式で

す。PDF規格の詳細については、

Adobe 社の version1.6/1.7 の参照文書

に記載されております。フリーＰＤ

Ｆヴュアーソフトは、左右上下移動、

ズーム、回転、選択、アニメーショ

ン再生を含む、直接的な３Ｄ操作を

可能にします。

PDF3D は、ｿﾌﾄｳｴｱ開発者が、簡単に、

3D ﾓﾃﾞﾙを PDF かつ／または U3D ﾌｧｲ

ﾙへ、最小のｺｰﾄﾞﾗｲﾝと最小の技術知

識で、変換することを補助するため

に、IntelCorporateTechnologyGroup に

よるｻﾝﾌﾟﾙ実施を展開する商業的

C++Library であります。

ライセンス（権利関係）

種〃の開発及び実施許諾ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが、

単独契約、ｻｰﾊﾞｰﾗｲｾﾝｽ、OEM/ISV統
合ﾗｲｾﾝｽ、使用量割引、地域契約、学

術団体ﾗｲｾﾝｽを含む PDF3D SDK 及び

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝｿﾌﾄに利用可能となっていま

す。

どうぞ、単独契約のためのｳｪﾌﾞｻｲﾄｵﾝ

ﾗｲﾝ発注機能をご覧になり、このほか

のﾗｲｾﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの詳細は当社にご連

絡くださいませ。

www.pdf3d.jp
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技術的詳細事項*

言語 C++,ﾍｯﾀﾞｰ,ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ
ｺﾝﾊﾟｲﾗ動作環境 ﾏｲｸﾛｿﾌﾄﾋﾞｼﾞｭｱﾙｽﾀｼﾞｵ .ﾈｯﾄ 2003, 2005
OS MS Windows 2000 Pro SP4, Windows XP Pro SP2
記憶容量 最小 512mb, 1Gb またはそれ以上をお勧めします

ﾃﾞｨｽｸｽﾍﾟｰｽ 40 Mb の空き容量（ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｧｲﾙ用）
CPU Intel Pentium 4, XEON, AMD Athlon, Opteron
ﾌﾘｰ 3D ﾋﾞｭﾜｰ Adobe Reader version 7.0.7, 8.0 以上
文書/資料 HTML 専門的文書

ｻﾝﾌﾟﾙ 十分に批評されたｿｰｽ・ｺｰﾄﾞの見本を含む

ﾗｲｾﾝｽ（使用許可） ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ使用許可, ｱｶﾃﾞﾐｯｸ, ISV ﾎﾞﾘｭｰﾑ
購入 ｳｪﾌﾞｻｲﾄからｵﾝﾗｲﾝ購入可能

ｻﾎﾟｰﾄ １年間ｻﾎﾟｰﾄ

(*技術的詳細事項はお知らせすることなく変更されることがあります。どうぞ最

新の情報につきましては当社にご連絡くださいませ。)

著作権 & 商標について:
PDF3D と PDF3D ロゴは商標であり、有限会社のﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰｻｰﾋﾞｽの商標に登録されています。

ｽﾍﾟｰｽ X ﾌｫｰﾑは有限会社のﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰｻｰﾋﾞｽの商標です。

Acrobat、Acrobat3D、Acrobat Reader は著作権があり、また商標に登録され、Adobe ｼｽﾃﾑｽﾞ法人の商標としても登録さ

れています。

PDFlib と PDFlibロゴは PDFlib GmbH の商標に登録されています。

Microsoft、Windows、 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｽﾀｼﾞｵは、商標に登録されており、また、英国または他国におけるマイクロ社の商標とし

ても登録されています。

ﾍﾟﾝﾃｨｱﾑ、XEON はインテル社の商標に登録されています。

Athlon、Opteron はｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾏｲｸﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ社の商標です。

ｵｰﾄﾃﾞｽｸ ｱｰｷﾃｸﾁｭｱﾙ ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟと 3ds Max 、 Maya はｵｰﾄﾃﾞｽｸ社の商標です。

お問い合わせ:
PDF3D Department
Visual Technology Services Ltd.
United Kingdom
+44 (0) 7787 517529
sales@pdf3d.jp 
www.pdf3d.jp 
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